そんな わけで、 ときどき、 切れ切れながら、 彼のい う 

ことばが 分 るんだ」 

「ふしぎな 器械です ね。 しかし それ はお もしろ いです 

ね。 しかし ほんとう かしら」 

「見れば、 ほんと だと 分る だろう」 

「ああ、 そうか。 その 器械 は 航時器 (タイム • マシン) 

と いう あれでしょう」 

けんび しゅうはき 

「あれと は、 ちがう。 顕微 集 波 器と、 私 は 名 をつ けた 

がね。 つまり この 器械 は、 一 万年 前なら 一 万年 前の 光 

景が、 光の エネ ルギ— として、 宇宙 を 遠く とんで いく 

の だ。 そして 他の 星に あたる と、 反射して こっちへ か 



「ああ、 分りました。 ョ ー 口 ツバです ね。 このへんが 

スペインに ポルトガル。 おやおや、 ョ— 口 ツバ 大陸と 

南の アフリカ 大陸と が つなが つてい ますね」 

「まあ、 そうだ。 さあ、 これから 画面の 方 を 〔# 「画面 

の 方 を」 は 底本で は 「画面の 方へ 匕 移動して 行く よ。 何 

が 見える かご 

「大西洋 だ」 

「そうだ、 大西洋 だ。 だが、 これから よく 気をつけて 

見て いたまえ」 

「おやおや、 へんだ ぞ。 大西洋の 中に 大陸が ある。 こ 

れは 一 * どうしたん でしよう」 



生きて 〔# 「生きて」 は 底本で は 「生きで 匕 いるの がいや 

になった， 

"あくことをしらない この頃の 人間の 欲望。 神 をお そ 

れ ない 人々。 いくら 美しく 飾りた てようと、 これ は 人 

きんじゅう 

間の 世界で はない。 禽獣の 世界 だ， 

"今に、 天のお さばきが あろう。 いや、 すでに そのき 

ざしが 見える。 君 は 気がついて いるか， 

おとうと づき 

が うん。 君 は 弟 月の こと をい つてい るの だろう。 弟 

月が、 だんだん あやしい 光 を 強め、 大きく ふくれて 来 

る わ。 気味の わるい こと だ" 

* 天のお さばき は 近くに せまった ぞ。 今と なって はお 



そい かもしれ ない が、 わし はもう 一度 人々 に それ を 知 

ら せて、 反省 をうな がそう" 

"それが いい。 わし も 生命の あるかぎり、 悪魔に とり 

つかれて いる 人 を 一 人で もい いから 神の 国へ 引き もど 

すの だ〃 

二人の アト ランチ ス人 は、 そこで 話 を やめて、 しず 

かに 祈り を ささげる と、 右と 左と に 別れた。 したがつ 

て、 その あとの 声 は 聞えなかった。 

三 四郎の 目に は、 いつしか 涙が やどって いた。 信仰 

の あつい 二人の アト ランチ ス 人の 胸中 を 思い やっての 

涙であった。 



画面 は 四 五 回 も 切り かえられた。 そのたん びに 弟 月 

は 化物の ように 大きくな つた。 まるで 地球が 空に う 

つ つ ている ようで あ つ た。 

その 怪 月の 下に、 アト ランチ ス人 たちが 〔# 「ァ トラ 

ンチス 人た ちが」 は 底本で は 「アト ランチ ス 人が たちが 匕 

集って ふるえ、 のろいの 声 を あげ、 やけに なって 人 殺 

し をし、 また しずかに 神に 祈り を あげてい るの が 見え 

た。 方々 に、 えんえんと 火が もえあが つていた。 神へ 

ささげる かが リ火 か、 それとも 賊が 民家に 放った 火 か。 

ものすごい 光景に、 三四郎 はたびた び 目 を ふせねば い 

られ なかった。 
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